
諫早高等学校

「長崎SDGsについて」

パクパクプロジェクト

Fridays For Future長崎



私たちが普段やっていること

• 温暖化対策
• 県民と行政の橋渡し
• 「クライメートジャスティス」

• パクパクプロジェクト
子ども食堂を通して貧困や食糧問題を考える団体。

• Fridays For Future (FFF) Nagasaki
長崎県内の高校生・大学生が集まって活動している環境保護団体。

• 貧困
• 食糧問題
• 農家・企業・行政



＜FFF長崎＞



長崎県の環境問題について
県民に向けてアンケートを実施

214件の回答
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第2次長崎県地球温暖化（気候変動）
対策実行計画を知っていますか？

長崎県は、環境問題の解決に向けて
行動していると思いますか？
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https://www.pref.nagasaki.jp/bunrui/kurashi-kankyo/kankyohozen-ondankataisaku/ondanka/ondanka-actionplan-dai2ji/


県が公開した報告書が県民に届いていないと思ったから。



FFF長崎からの提案

◆大々的に情報を公開し、広報活動をすること

(対策計画その進捗状況)

◆その具体例として「気候非常事態宣言」を発令すること

◆第2次長崎県地球温暖化(気候変動)対策実行計画の効果を

もっと得ることができるように、より具体的な政策を打ち出し、

行動に移すこと



＜パクパクプロジェクト＞



孤食が増加
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孤食をしている人の推移（農林水産省のHPより引用）

平成23（2011）

12月実施(n=1,867)

平成29（2017）年

11月実施(n=1,786)



共食の効果

◆自殺願望を抑える

◆登校の際の倦怠感減少

◆イライラ減少

◆健康的な食生活

◆健康の維持



誰かと一緒に食事をする



子ども食堂子ども食堂
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全国の子ども食堂の数の推移

818倍



解決したい課題

❖地域との連携

❖資金の確保

❖利用者の真のニーズ



パクパクプロジェクトからの提案

持続可能な
子ども食堂のシステム

「子ども食堂応援隊」



「子ども食堂応援隊」システムモデル



それぞれのメリット

✓ 農家・・・捨てるはずだった野菜が利用可能になる

✓ 行政・・・支援を必要としている人とコミュニケーションがとれる

✓ 企業・・・企業のイメージUP⤴

✓ 食堂・・・持続的な子ども食堂に！

✓ 利用者・・行政に相談しやすくなる

行政のサービスを知ることができる


